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改⾰⼯程表2020, スマートシティ関連施策

【評価分野】 どこまでの分野をスマートシティの取組として評価するか
【階層構造】 KPI第2階層はアウトカム評価になっているか
【評価する主体】 どこまでを国が、どこまでを⾃治体・個別のスマートシティで評価すべきか

スマートシティ
個別の取組

スマートシティの評価指標の課題
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ロジック・モデルを⽤いた指標検討の進め⽅

【ロジック・モデルをチェックする観点】

①論理のチェック︓ ロジック・モデルに抜け漏れがないか、ロジックに⽭盾がないか
②リファレンスの重ね合わせ︓ 国や国際指標等で提⽰するスマートシティのコンセプトとの違いの確認
③指標の検討︓ どのタイミングで何の項⽬をどういった視点で評価するとよいか
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現在の改⾰⼯程表KPI第1,第2階層は
初期アウトカムのための評価指標のみ

指標の検討(例)︓国のスマートシティの取組（改⾰⼯程表の⾒直し）

▶ロジック・モデルの記述内容に基づき、活動プロセス・アウトプット・アウトカムそれぞれを測る指標を検討
検討する指標は、国内スマートシティで規定しているKPIや国内外スマートシティ評価指標を参照する

活動プロセス
を測るKPI分野

(案)

この期間までに
ここまで達成できたか

(国の取組における進捗評価)

PDCAサイクルを
どれだけ回したか

(国の取組でのPDCA実施回数)

ガイドライン普及に向けた
アクション

(普及促進活動実施回数)

等

アウトプット
を測るKPI分野

(案)

アウトプットを
構築できたか

ex.採択要件、課題整理
(国の施策達成度)

⾃治体等でのモ
デル的取組が

何件⾏われてい
るか

(モデル的取組の
実施件数)

等

中期〜最終アウトカム
を測るKPI分野(案)

アウトプットが構築されたことによって
各都市がどの程度変化したか

(各都市の住⺠満⾜度・企業満⾜度・⾏
政の効率化、各都市の財政負担削減率、

各都市の環境負荷削減率)

全国で他の地域でも使われるサービスが
どれだけ⽣まれたか

(都市間連携サービスの件数)

全国で新たなサービスが継続的に
⽣まれる拠点の数がどれだけ増えたか
(全国のオープンイノベーション拠点数)

等

国の定めるスマートシティの
将来像に基づきKPIを定義する

ex. 基本理念・原則、効果
初期アウトカム
を測るKPI分野

(案)

都市OSに相互運⽤性・
拡張性の考え⽅が適⽤

されているか
(都市OSにおける相互
運⽤・拡張機能の件数)

リファレンスアーキテ
クチャが現場に普及し

ているか
(普及促進活動への⾃治
体・各種団体参加率、
理解度、活⽤意向)

等
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